
   

日本語教室の開始
　

　任地で生活していると、私に対して悪気なく「ニーハオ」と挨拶する人

が少なくないです。マダガスカルの学校では、アジア全体を「中国」と教

わることもあるそうです。

　しかし「違うよ。日本人だよ。」と返事をして「こんにちは」を教えて

いると、最近は日本語で挨拶してくれることがかなり多くなりました！

　また地域住民と仲良くなってくると、「日本語や日本文化を知りたい。

教えてほしい！」と言われることが多くなってきたので、市役所に相談

し、日本語教室を開始することにしました。

　9月14日から毎週水曜日の午後13:00〜15:00、市役所の一室をお貸りし
て実施しています。毎回約60人もの生徒が集まってくれており、うれしい
気持ちでいっぱいです！

　「日本人と話してみたい」「日本のアニメが好き」等、理由は沢山あり

ましたが、日本に興味を持ってくれている人がこんなにいることに驚きま

した。日本語だけでなく、文化・食事・習慣など日本のことを幅広く、楽

しく理解を深めてもらえるような授業にできるよう、頑張っています！
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JICA青年海外協力隊として
マダガスカルのアンブイマナンブラで活動中

大塚製薬株式会社より現職参加

（2021-3次隊/コミュニティ開発） 

 MODULE1：日本語 日本について
 MODULE2：和食・和菓子
 MODULE3：日本文化  音楽・ダンス・アニメ等 

　



Lafo
マダガスカル語で「値段が高い」という意味

最近「Lafo be（高すぎる）」といつも話題になります。

現在の情勢で世界的にですが、

マダガスカルでも、ガソリンの高騰に続き、

食料や生活必需品もどんどん高くなってきています。
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FÊTE JAPONAISE  

　先輩隊員の任地Mahazazaで開催された日本祭りに参加しました。
日本祭りとは、マダガスカルの多くの人々に日本文化についての理解を

深めてもらい、隊員の活動も更に多くの人に知ってもらい促進すること

等を目的として実施されています。

　浴衣着付け・魚釣り・輪投げ・習字などの日本の遊びブース、日本紹

介のパネルブース、日本食販売ブースを設置されており、各ブース行列

ができ、日本食は即完売の大盛況でした。

　舞台では、まずJOCV隊員で日々の活動紹介。教育隊員のアクティビテ
ィ・経口補水液の作り方・改良かまどの作り方を実演。その後、日本の

歌（上を向いて歩こう等）、踊り（よさこい・盆踊り等）を現地の方と

も一緒に披露、その後は二人三脚・大縄跳び・箸運び対決と盛り沢山。

日本のことを楽しく幅広く知ることのできる素敵なお祭りになっていま

した。

　今回の主催は私と同じ職種、コミュニティ開発の先輩です。地域の女

性グループが日本食やアフリカ布で作った小物を沢山販売し、この機会

を収入に繋げられている様子に本当に感動しました。ここまでの用意を

された先輩のことをとても尊敬しています。今の私にはすごく難しいこ

とですが、私も自分の任地でこのような機会を創出できるよう、精一杯

頑張りたいと思いました！

8/24 初めての日本祭り 

みんなで盆踊り♪東京音頭

楽しい一日でした！ ありがとうございました。


